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今後の学習で「身に付けてほしいこと」 

山口県教育委員会から、３月に行われた公立高校学力検査の結果を受けて、「出題の特徴」「結果の概

要」「課題がみられた問題例」「今後の学習指導に向けて」等が発表されました。教員向けの資料ですが、

これらは、公立高校学力検査で必要とされる力です。ご家庭でも話題にしていただき、今後の学習に生か

してほしいと思います。「伝える」「活用する」「表現する」がキーワードです。 

さらに詳しい情報は、「山口県教育庁高校教育課」のサイトでご覧になれます。→ 

国語 

 文章の展開に即して内容を正確に理解する力の育成。 

 適切に表現する力、自分の考えを伝える力の育成。 

 言語活動を豊かにし、思考力や想像力を養う活動の充実。 

社会 

 基礎的・基本的な知識の理解を促す学習活動の充実。 

 多様な資料から必要な情報を読み取りまとめる力の育成。 

 社会的事象について多面的･多角的に考察し、適切に表現する力の育成。 

数学 

 基礎的な概念や原理・法則を理解する力の定着。 

 数学を活用して問題解決の課程を論理的に考察する力の育成。 

 数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力の育成。 

理科 

 科学の基本的な概念の形成を図る学習活動の充実。 

 観察、実験を中心に、探究の過程を通じた学習活動の充実。 

 知識及び技能を日常生活の様々な場面に活用する力の育成。 

英語 

 コミュニケーションを支える基本的な表現や文法事項の確実な定着。 

 まとまりのある文章を読んだり聞いたりして、概要や要点を捉える力の育成。 

 自分の考えを整理し、まとまりのある内容を伝える力の育成。 

「学力検査の結果の概要及び今後の学力指導に向けて」山口県教育委員会より 

 

進路決定に向けて、今、知っておいてほしいこと 

これから、中間テスト、習熟度テスト、期末テスト。教科によっては単元テスト（小テスト）等が行わ

れます。習熟度テストの点数は、進路選択の材料になります。また、中間テスト、期末テストと単元テス

ト（小テスト）は、調査書の「学習の記録」につながります。今できることに全力を尽くしてほしいもの

です。 

山口県の公立高校における「選抜の方法」「その他」について簡単に説明します。こちらも、詳しい情

報は、「山口県教育庁高校教育課」のサイトでご覧になれます。 
 

「選抜の方法」 

選抜にあたっては、調査書が重視されます。その際、調査書の「学習の記録」と「学力検査」の成績は

同等に取り扱われます。調査書の「学習の記録」以外の記載事項及び面接、小論文、実技検査の結果等も

十分考慮されます。 

 

「その他」 

「調査書」「学力検査」以外に、受検当日の身なりや態度も大切です。面接が実施される学校もあり、

頭髪や服装、身だしなみ、テスト中の態度から休憩時間の様子まで。要するに１日中全てが試験というこ

とです。生活習慣は、にわかに身に付くものではありません。日頃からの生活態度を大切にしてほしいも

のです。 

 

 


